
会員誕生日

３月２８日 行徳 幸治

３月３１日 渡邊 裕久

ご夫人誕生日

４月１日 川上恵津子

結婚記念日

３月３１日 武井 哲

会員総数………………４８名

出免会員………………３名

欠席会員………………１４名

出席率……………６８．８９％

第３２回 ３月５日

欠席会員………………１３名

メイクアップ…………３名

修正出席率………７１．１１％

焔 ３月１７日に澤井元会長がご逝去なされまし
た。澤井会員は昭和３９年１月に富良野ロータ
リークラブ入会、後に留萌に移転され昭和４８
年４月留萌クラブに入会されました。クラブ
２３代会長として、またロータリアンとして４４
年間、奉仕活動に多大な貢献をいただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

焔 ３月２２日開催の「韓国論山クラブ創立４０周
年、姉妹クラブ血縁３５周年記念式典」に７名
の会員で参加してまいります。

１）ロータリーの友事務局より次年度の購読案
内がきましたので、次年度幹事へお渡しいた

します。
２）オロロンウィンタートライアスロン大会事
務局より、大会中止及び実行委員会解散のお
知らせがきました。

会報受領先
・・深川ＲＣ №１８５２号～№１８５９号

ゲスト
留萌簡易裁判所 判事 沖崎 政明様

国際奉仕委員会 森（幹）委員長
３月２１日より２３日の２泊３日で韓国論山クラ
ブを訪問し、創立４０周年記念式典及び姉妹クラ
ブ血縁３５周年記念式典に出席してまいります。

Ｎｏ．２３２０

第３５回 ３月２６日

煙本日

来賓卓話「春の交通安全月間にちなんで」

留萌警察署 交通課長 伊藤 隆裕様

煙次週予定

「論山訪問の報告」

国際奉仕委員長 森 幹雄君

会長報会長報告告・・・・・・・・・・・・・・

幹事報幹事報告告・・・・・・・・・・・・・・

委員会報委員会報告告・・・・・・・・・・・・



総勢７名での参加ですが、次々週の例会で報告
せよとの事ですので、ハプニングのない様に気
をつけて行って参りたいと思います。

麻雀愛好会 齋藤愛好会会長
３月例会を３月２６日に開催いたします。場所
はスナックいふで午後６時３０分からです。今回
は参加者が少なく、２卓の予定です。

会員研修委員会 河部副委員長
ロータリーとインターネット －その４－
ＩＴ関連の採択決議案
規定審議会で採択された制定案は直ちに定
款・細則に反映されて、７月１日から施行され
ますが、決議案については理事会がその取り扱
いを決定します。規定審議会で採択されても、
それが実施されるか否かは微妙であり、過去の
例から見れば、採択決議案の７０－８０％は無視さ
れるようです。ちなみに２００４年規定審議会の例
では、２６の採択決議案のうち、ＲＩ理事会が実
施を決めたのは６例でした。
今回の規定審議会で採択された、ＩＴに関連
した決議案の幾つかについて、ＲＩ理事会に対
する要望をまとめてみました。

決議案０７－１８０ ロータリー・クラブへの連絡
を行うにあたり、より効率的で費用のかからな
い方法を見つけることを検討するよう、ＲＩ理
事会に要請する件
ロータリー・クラブとクラブ会員は、理事会
による決定事項や常任委員会によって現在検討
されている事項や、これらの委員会が出した結
論について、迅速かつ正確な情報を得る権利を
持っています。公式雑誌や承認された地域雑誌
のみによってこれらの情報を伝達することには
限界があり、さらに費用の面からも、今後は、
さらにデジタル・デバイスを有効に活用するこ
とが避けられません。なお、その環境にない

ロータリアンも存在することも考慮しつつ、国
際ロータリー理事会は、情報、内部での討論、
アイデア交換に対するニーズの総合的調査を始
め、そのニーズを満たすために適切な手段と方
法を見つけるよう検討し、次回の規定審議会に
その具体策を提出することが必要です。
現在情報提供のほとんどは英語でなされてい
ますが、ロータリーが世界的組織であり、均等
な人頭分担金を負担している限り、これらの情
報は、言語別に公平に提供されなければなりま
せん。

（「ロータリー探求」から）

・・地区財団セミナーの旅費をいただきました
田中会員

・・母の葬儀に際し大変お世話になりました
原田会員

前 回 ７７１，０００円
今 回 １５，０００円
累 計 ７８６，０００円

「裁判員制度についてご理解を」

留萌簡易裁判所 判事 沖崎 政明様
ご紹介にあずかりました沖崎です。職業裁判
官のほかに裁判員を交えるので、「裁判員裁判」
とも呼ばれる「裁判員制度」が平成２１年５月ま
でにスタートすることになっています。
裁判員裁判の対象事件は、殺人・強盗殺人・
危険運転致死などの重大犯罪で、テレビ・新聞
に大々的に報道される事件ばかりです。裁判員
の方々は、残酷で、事件によっては複雑怪奇な
事件まで審理させられることもある訳です。
扱う裁判所は、この管内ですと旭川地裁本庁
ということになります。そして１日の審理時間
は、今のところ予想では４～５時間程度が予定
されています。審理する開廷回数は３回以上で
しょうから、留萌管内から選ばれた方は、往復

第３４回 ３月１９日（水） 天候/晴
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時間を考えますと、裁判が終るまで旭川に泊り
込みになる可能性もあると思います。
一般の方は、刑事裁判の傍聴にいきますと相
当緊張すると思います。刑務官に腰縄をされ、
手錠をはめられた被告人の姿などを見ますと、
ここは「裁きの場所」だなとの思いが強くなる
と思います。そういう意味で、法廷は特殊な空
間です。裁判員になりますと、法廷のひな壇に
上がることになり、重大事件と直接向き合うわ
けです。模擬公判の裁判員体験者によれば、模
擬でも相当の緊張を強いられたそうですから、
実際は大変な疲労と苦痛を伴う精神的な労働と
思います。
また、「連日的開廷」といって判決するまで、
毎日のように法廷を開き、審理することになり
ます。もし被告人が起訴事実を争うと、証人等
を尋問する事になりますので、審理の時間が長
引き、日数も取られる事になります。ですから
裁判にかかる日数としまして３日以内が事件の
７割と予測してますが、４日若しくは５日とな
るかもしれません。
検察官の論告求刑、弁護人の弁論と被告人の
最終陳述が終りましたら、裁判員６名と職業裁
判官３名との合計９名で、別室で議論すること
になります。ではどんなことを議論するのか？
と言いますと、どちらかと言うと共通の課題に
ついて知恵を出し合うフリートーキングと言っ
て良いと思います。被告人が有罪かどうかの判
断、これを「事実認定」といいます。有罪と認
定したら、次に被告人をどんな刑にするか、こ
れを「量刑判断」と言います。こういう内容を
議論するのです。真実を探る。議論内容は記録
に残りません。意見は自由で、何を言ってもよ
く、発言の撤回、結論の撤回も自由です。これ
を業界用語で「乗り降り自由」と言います。
皆さんも「私がやりました」という自白だけ
では有罪には出来ないことは、一般常識として
知っておられると思います。自白の他に、証拠
がなければ「お前がやった」とは言えないので
す。これを「証拠裁判主義」といいます。法廷
に出された証拠から判断するという意味です。
検察官は「通常ひとが疑いをはさむ余地がな

い」ところまで、証拠により被告人の犯罪を証
明する必要があります。有罪とするには、判断
する裁判官、裁判員が「証拠から被告人がやっ
たのだ。間違いない。」と確信しなければなりま
せん。
有罪と認定したら、次に被告人をどんな刑、
どの程度の刑にするのが相当なのかが議論され
ます。事実認定の場合も、量刑の判断の場合も
裁判官、裁判員が議論して全員の意見の一致を
みなければ、多数決で結論を出すことになりま
す。そのときは裁判官の一票も、裁判員の一票
も原則として同じ一票です。差別・区別はあり
ません。
このように裁判員に選ばれ、裁判することに
なりましたら、様々な慣れない裁判手続きの制
約の中で、その人にとって裁判員として「人生
１回だけの全力投球」が求められます。
職業裁判官だけで日本の裁判は十分機能して
いるのではないかと、制度の導入に疑問視する
意見もあります。しかし、裁判員裁判は、国民
の視点を加味することによって刑事裁判に対す
る国民の信頼を一層強固にし、充実した審理の
ためには、制度的改善を尽くすことになり、結
果、国民にわかりやすい裁判が実現すると考え
ます。
今法曹三者それぞれの角度から迅速、判りや
すい裁判のため、工夫を重ねているところなの
です。裁判所は証拠のスリム化を目指し、証拠
の提出と手続きがスムーズに進行させるための
「公判前整理手続」を実際の裁判でも既に活用
し、早期の定着を心がけています。弁護士会は
裁判員に弁論をより大きくアピールするために

ＷＥＥＫＬＹＲＥＰＯＲＴ



「プレゼン能力の実践研修」をしています。検
察庁は、「取調べの録音・録画」を試行してい
ます。これを取り調べの「可視化」といいます。
えん罪防止のためもあって、日弁連など弁護士
会が強く求めていたものです。
裁判員制度の下で刑事裁判は、これまで以上
に適正で、かつ、解り易い国民のための裁判に

なっていると考えます。もし皆様方の会社で将
来従業員のどなたかが裁判員に選ばれましたら
ぜひ、激励して送り出して欲しいと思います。
皆様のご理解をよろしくお願いします。ご清聴
ありがとうございました。

第３４回 ３月１９日（水） 天候/晴

裁判員裁判のイメージ

故 澤 井 定 七 氏

第２３代会長
社会奉仕委員長
親睦委員長 などを歴任

マルチプル・ポールハリス・フェロー
米山功労者

会員一同 ご冥福をお祈り申し上げます

悼


